
 
 

今年もあっという間に暮れようとしています。今年度は６月に石巻市門脇地区で花壇

活動を実施しました。８月には高校生を連れて南三陸町のボランティアＮＰＯ法人ＯＧ

Ａの依頼で野菜づくりの農業支援活動を行いました。ＯＧＡ代表の米人アンジェラさん

は先日、ケネディ駐日大使が南三陸町被災地を訪問した時に案内役をしていました。 

 １１月には被災地支援としてＪＡ那須南と共同してＪＡまつりにおいて石巻市泊浜

の活ホタテの直送販売を実施しました。同月に那須烏山市内の小中高生を連れて栃木の

新米と応援メッセージを届けるまごころ子ども親善大使活動も実施しました。この時に

は６月に作った門脇地区の花壇に寄り、チューリップ球根など来春用の花壇作りも行い

ました。 

 これらの活動について１１月以降の新聞等の記事を紹介します。また、子どもたちの

感想文も併せて本号で紹介します。 
 

 

昨年は石巻市荻浜の生牡蠣の直販を行いましたが、今年は復興にはほど遠い状態で苦戦しなが

らもホタテ養殖に取り組んでいる同市泊浜の支援を第一に考えＪＡと調整しながら計画しました。
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平成２5年 12 月 26 日 

発行責任者 小堀道和 

平成 25年 10月 31日読売新聞 
那須烏山市内の小中高生を連れて栃木の新米と応

援メッセージを届けるまごころ子ども親善大使活

動と門脇において来春用の花壇活動を行いました。 

平成 25年 11月 18日読売新聞 

１１月２日～３日のＪＡまつりで活ホタテの直販実施 
 

１１月１６日まごころ子ども親善大使及び門脇花壇活動 
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平成 25年 11月 24日下野新聞 
まごころ子ども親善大使活動と来春

用の花壇活動に参加する思い及び参加

後の感想文を多くの子どもたちが書い

てくれました。一部を紹介します。 

参加する思いをつづって鮎川小仮設集会所で

読んでくれた作文です。 
 

「ボランティアに参加して」 

烏山クラブ (烏小６年) 羽石侑輝 

ぼくはこの間、龍 JIN の小堀 

キャプテンから「石巻に行か 

ないかい」と聞かれた時、 

また石巻に行けるのかと思う 

とうれしくて､すぐに返事を 

しました。 

 石巻のみなさんは、毎回ぼく達を温かくむ

かえてくれるので、ぼくは石巻に行くのが楽

しみです。石巻のみなさんの役に立ちたいと

思ってボランティアに参加しているのです

が、いつもぼくの方がみなさんの笑顔に元気

をもらっているような気がします。 

 ぼくが前回、野球チームの仲間と参加した

のは６月の花だん作りでした。自分達で育て

た苗を植えるだけかと思っていたら、花だん

作りから始まり、その花だんを作る場所の土

がとてもかたいのにおどろきました。ぼく達

子どもでは歯がたちませんでしたが大人の中

にはドリルを使って作業をする人もいてとて

も助かりました。その土の中には思い出のつ

まった品物やおもちゃもありました。それを

見て津波が家や人の命、大切なものをうばっ

てしまうんだなぁと思いました。 

 こんなにかたい土で、花だんが完成するの

か不安になりました。花だん作りは思ってい

たより大変でしたが、みんなで作った花だん

でぼく達の育てたヒマワリやコスモスの苗が

元気に花を咲かせてたくさんの人が喜んでく

れたらいいなという思いでがんばりました。

ぼく達の植えた苗がちゃんと育っていている

か心配でしたが、ＮＨＫのスペシャル番組で

尾形さんの笑顔や元気に咲いているヒマワリ

を見てほっとしました。 

 今日は来年の春に咲くチューリップや水仙

の球根とパンジーの花を植えるのを楽しみに

して来ました。また、たくさんの人が立ち止

まって、花を見て笑顔になってもらえたらう

れしいです。 

 それから栃木のお米を食べて元気になって

ください。ぼくはこれからも石巻のみなさん

の笑顔のためにボランティアを続けていきた

いです。 

－２/４－ 

子どもたちの作文紹介① 
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子どもたちの作文紹介② 

平成 25年 12月 10日読売新聞 

「時評」は約３か月毎の定期執筆を依頼されているものです 

今回の活動で感じたことを「時評」に紹介しました 
 

今回の活動の感想文を紹介します。

渡辺さんは６月の花壇作りにも参加しま

した。夏休みには家族を石巻に案内してい

ます。今回は３回目の参加です。
 

「ボランティア活動に参加して」

荒川小学校６年 渡辺海人 
 

 ぼくが東北へボランティアに行く動機

は東北の方々になにかできないかと、いつ

も考えていて、その思いで参加しました。 

 まずカキの加工場は昨年より便利そう

になっていました。 

仮設住宅では昼食のおすしをいただき、

その後みんなで歌をうたいました。みんな

とても元気で心に傷をおっているとは思

えませんでした。まだ心の中では、いろい

ろな傷をかかえているそうです。

最後は、尾形さんの所へいきました。尾

形さんが「この土地は津波に備えて高くす

るんだけど、お花を見て一人でも戻ってき

てほしいんだ」とおっしゃっていました。

ぼく達の植えた花を見て一人でも戻って

きてほしいと思いました。 

帰りのバスで小堀さんが「物理的な復興

は進んだけど、心の復興はなかなか進まな

いんだ」との言葉で、心の復興を進めるた

め、またボランティアに参加しようと思い

ました。 

 

中学生も紹介します。佐藤さんは初めての

参加です。 
 

  「ボランティア活動を振り返って」       

下江川中学校２年 佐藤来海 
 

 私の今日のボランティア活動は一言で

言い表すと、とてもすばらしいものだった

と胸を張って言うことのできる一日でし

た。 最初はカキの加工場に行ってお米の

贈呈をしました。現地の方々もとてもよく

してくださって、私達が逆に元気をもらっ

てしまいました。 次に行ったのは仮設住

宅でした。今の宮城の現状をあらためて実

感しました。お寿司をごちそうになった上

に、いろいろな事でお世話になり、感謝で

いっぱいになりました。 

 最後に訪れたのは尾形さんがいるボラ

ンティアの人達と作った花壇の場所です。

最後のイベントということもあり皆、一丸

となり素晴らしい仕上がりになりました。 

このボランティアを通して、今私達が出

来ることは何かを知ることができたし、貴

重で素晴らしい体験だったと思っていま

す。 



 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

１１月実施のＪＡまつりでのバザー収益

金及び募金の合計￥１３５,６７９全額を

寄付していただきました。龍 JIN に寄贈し

たのは「目に見える形で被災地のために遣

ってもらえるから」とのことでした。被災

地の皆様の笑顔のために活用させていただ

きます。 

 業界専門紙である日本農業新聞(日刊紙

約４０万部発刊)に紹介されました。 

今回は紙面の関係で掲載困難な応援 

団の新聞記事といつも感動を与えて

くれる子どもたちの作文・感想文を中心に紹介

しました。ほんの一部のみの紹介になりました

が子どもたちの心は皆様の胸に届いたと思い

ます。さらなる充実した活動を続けていきます

ので応援、よろしくお願いいたします。 

 

最後に 
 

門脇地区は山側を高台にして住宅地、海側は復興記念

公園にする計画です。来年から工事予定ですがいつ始め

るか分からない状態です。工事開始に伴い絆の花壇がな

くなります。尾形さんは新しい公園の中に多くのボラン

ティアの人達によって作られた花壇を絆の証として残

して欲しいと訴えています。今の所、役所の返事はノー

だそうです。尾形さんは全国の皆さんの声が強い見方に

なるので応援して欲しいとのことでした。 

龍 JIN も色々な形で応援したいと思います。朝日新聞が

応援記事を書いています。私もコメントしました。 

ＪＡなす南より復興支援金贈呈 
 

絆の花壇を復興公園に残したい 花壇に込めた絆の心を保存する運動を応援しよう！ 
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